
このたびはAX-HD410をお買上げいただき、誠にありがとうございます。ご使用の前に、この取扱
説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。なお、この取扱説明書には保証書がついています。
お読みになられたあとも、大切に保管してください。
※デザイン仕様を一部変更している場合があります。ご了承ください。

取 扱 説 明 書
保証書付 添付文書

保管用
製造番号

品名

マッサージソファ KOYOI
品番

AX-HD410

管理医療機器：家庭用電気マッサージ器
マッサージソファ D10
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● 疲労回復　● 血行をよくする　● 筋肉の疲れをとる 
● 筋肉のこりをほぐす　● 神経痛・筋肉痛の痛みの緩解 

あんま、マッサージの代用。一般家庭で使用すること。

使用目的または効果



警告表示の意味

禁止を促す記号

強制を促す記号

1

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性
が想定される」内容です。警告
この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害
のみが発生する可能性が想定される」内容です。注意

安全上のご注意

ご使用になる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するために必ずお守りいただく事を説明しています。

表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、
次の表示で示しています。

症状について

警告

次の人は使用しないでください。症状を悪化させるおそれがあります。
・医師からマッサージを禁じられている人
例：血栓［そく（塞）栓］症、重度の動脈瘤、急性静脈瘤、各種皮膚炎、皮膚感染症（皮下組織

の炎症を含む。）など
自分で意思表示のできない方や身体の不自由な方には使用させないでください。
けがの原因になります。
次のような人は必ず医師とご相談の上ご使用ください。
事故や健康を害するおそれがあります。
・ペースメーカーなどの電磁障害の影響を受けやすい体内植込み型医用電気機器を使用している人
・温度感覚喪失が認められる人
・悪性腫瘍のある人
・心臓に障害のある人
・妊娠初期の不安定期または出産直後の人
・背骨（脊椎）に異常のある人や曲がっている人
・糖尿病などによる高度な末しょう（梢）循環障害からくる知覚障害のある人
・皮膚に創傷のある人
・安静を必要としている人や体調がすぐれない人
・骨粗しょう症の人、せきついの骨折、ねんざ、肉離れなど、急性［とう（疼）痛性］疾患の人
・体温38℃以上（有熱期）の人
例：急性炎症症状［けん（倦）怠感、悪寒、血圧変動など］の強い時期、衰弱しているとき

・その他、医療機関で治療中の人
・けんしょう（腱鞘）炎の人
使用中身体に異常を感じたときはすぐに使用を中止し、医師に相談してください。
健康を害するおそれがあります。
使用しても効果が現れない場合は医師または専門家に相談してください。
事故や健康を害するおそれがあります。
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ご使用について

幼児やお子様に使用させたり、本体で遊ばせたりしないでください。
思わぬ事故の原因になります。
使用前にカバーに破れが無いか確認し、破れがある場合は使用を中止してください。
カバーを外した状態や、破れた状態で使用しないでください。
事故やけがの原因になります。
他の治療器と同時に使用しないでください。
健康を害するおそれがあります。
マッサージ部周辺にアクセサリーなど硬いものをつけて使用しないでください。
事故やけがのおそれがあります。
頭、顔、のど、胸部には使用しないでください。
事故やけがのおそれがあります。
首周辺をマッサージする時は、マッサージ部の動きに注意してください。また、首の前方はマ
ッサージしないでください。
事故や体調不良の原因になります。
使用中は眠らないでください。
無意識での使用は身体への異常やけがの原因になります。
自分で意思表示のできない方や身体の不自由な方には使用させないでください。
事故やけがのおそれがあります。
もみ玉面に勢いよく身体を当てないでください。
けがの原因になります。
動作中、マッサージ部に手や指を差し込まないでください。
けがの原因になります。
マッサージ器に身体を強く当てすぎないでください。
負荷がかかりすぎ、事故やけがのおそれがあります。
カバーが破れた場合は勝手に修理などせず、お買い上げの販売元または製造販売元に連絡して
ください。
事故やけがの原因になります。
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本体に強い衝撃や荷重を与えないでください。
故障や事故の原因になります。
もみ玉に故意に力を加えて無理に止めないでください。
けがや事故の原因になります。
投げたり、落としたりしないでください。
破損や故障の原因になります。
本体の上に立ったり、フットレストに座らないでください。
事故や故障の原因になります。
低温やけどをおこすおそれがあります。次のような使いかたはしないでください。
・熱すぎると感じた場合は背中ヒーターは使わない。

使い始めは5分程度をめどに弱いマッサージとなるよう当り方に注意してください。
初めからマッサージの刺激を強くすると、健康を害するおそれがあります。
１回の使用は15分以内とし、1日の使用は1日2回、30分以内を目処にご使用ください。
長時間の連続使用は、必要以上の刺激となり逆効果やけがの原因になります。
マッサージの刺激が強すぎると感じた時は、弱く当ててください。
強い刺激のままで使用を続けると、健康を害するおそれがあります。
同一箇所への連続使用は避けてください。
長時間の連続使用は、必要以上の刺激となり逆効果やけがの原因になります。
本品に大きな荷重がかかるような使い方をすると、保護装置が作動し、動作が止まる場合があ
ります。
停止した場合は、しばらく本体を休ませて（1時間程度）から再度動作させてください。
使用後は、背もたれ部を完全に起こしてください。
けがや事故の原因になります。

比較的低い温度（40℃～ 60℃）でも長時間皮膚の同じ場所に触れていると、熱い、痛いの
自覚症状がなくても低温やけどのおそれがあります。

「低温やけど」について

3

安全上のご注意

警告

異常（故障）について

その他

故障を発見したときはすぐに使用を中止し電源を切ってください。
事故やけがの原因になります。
緊急時や動作中に異常を感じたら、直ちに電源プラグをコンセントから抜いてください。
事故やけがの原因になります。

改造はしないでください。また、機器が故障した場合には、勝手に修理などせず、販売店又は
製造販売元に連絡してください。
火災・感電・けがの原因になります。

電源について

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじっ
たりしないでください。また、本体の底でコードを踏んだ状態のまま使用しないでください。
感電・ショート・火災の原因になります。
電源コードが傷んだり、コンセントの差込がゆるいときは使用しないでください。
感電・ショート・火災の原因になります。
ぬれた手で本体や電源コードには触れないでください。
感電・事故の原因になります。
お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。
感電やけがの原因になります。
電源は交流用100V専用コンセントを使用してください。
火災やけがの原因になります。
電源プラグを抜くときは、コードを持たずに電源プラグを持って引き抜いてください。
感電・ショート・発火の原因になります。
停電の時はすぐに電源を切ってください。
感電やけがの原因になります。

注意
ご使用について

浴室など湿気の多い場所では使用しないでください。また、水などの液体がかからないように
してください。
感電や故障の原因になります。
この商品は一人用です。複数の人が同時に使用しないでください。
故障や事故の原因になります。
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各部の名称

各部の名称

梱包内容の確認

•本体　　　•電源コード　　　•コントローラーホルダー　　　•取扱説明書

開梱したら、ご使用になる前に以下のものが揃っているか確認してください

本体

付属品

取っ手

電源プラグ

アース線
電源コード コントローラー

ホルダー
取扱説明書

枕

もみ玉

背中ヒーター

座面クッション

フットレスト

コントローラー

背もたれ

足ローラー

1 コントローラーホルダーの
ホース部の先端を本体のポケットの
形状に沿わすように曲げる

3 ホルダー部にコントローラーを
はさむ

本体のポケットに差し込む
※コントローラーの配線の仕様上、右側の
ポケットでしか使用できません。

6

コントローラー

コントローラーホルダーの取付け

コントローラーホルダー

ポケット

コントローラー

ホルダー部

2

ボタン操作の詳細は「使い方」ページで必ずご確認ください。

表示画面

電源ボタン
電源の「入」「切」を切り替えます。

急停止ボタン
ただちにすべての動作が
止まります。

定位ボタン
手動コース選択中にボタンを押すと、
ボタンを押した位置でもみ玉が固定され、
ピンポイントでマッサージを行います。
もう一度ボタンを押すと、解除されます。
※手動コース専用の機能です。
自動コースではご使用できません。
※手動コースの『のばす』だけは、
　ボタンを押したところを起点にして
　約30cmの範囲でマッサージを行います。

決定ボタン
選択したメニューを決定するときに押します。

もどるボタン
ひとつ前の表示に戻ります。

リクライニングボタン
起こす
リクライニング角度を起こします。
倒す
リクライニング角度を倒します。

方向キー
各メニューを選択するときに押します。
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方向キー
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・重量物なので、移動時には腰などを傷めないようにご注意ください。
・足もとに気をつけながら、ゆっくりと下ろしてください。
・持ち運び時は指定の箇所をしっかりとお持ちください。

本体重量は約49kgです。
必ず2人以上で行ってください。

7

使いかた

注意
●移動する場合は、必ず2人以上で運んでください。
故障やけがの原因になります。
●ゆっくり慎重に運んでください。
●足元に十分注意して、ゆっくりと下ろしてください。
●たたみや床を傷つけることがありますので、本体の下にマットなどを敷くことをおすすめします。
●直射日光が毎日長時間あたるところや、暖房器具の近くなど、高温になるところへの設置は避け
てください。（表面素材が変色したり、変質する原因）

使用前の準備（設置）

3

2

40cm 10cm

2人以上で持ち上げて移動する
ひとりが背もたれ背面の取っ手を持ち、もうひとりが
側面パネルの下部を持って移動します。

1 周囲にリクライニングできる
スペースがあり、水平なところに
設置する

電源プラグをコンセントに差し込む
まっすぐ根元まで確実に差し込んでください。

※本体側のインレット部に電源コードが確実に
差し込まれているか確認してください。

インレット部に電源コードを差し込む

移動のしかた

移動時のお願い

設置のしかた

電源プラグ

アース線

コンセント

インレット部

電源コード

主電源を入れる
主電源スイッチのＩ側を押すと電源が入ります。

※長時間使用しないときは電源ボタンの○側を押して電源を切ってください。

万一の感電防止のために、アース線を取り付けてください。
①コンセントにアース端子がある場合

②コンセントにアース端子がない場合

電源プラグから出ているアース線を、コンセントの
アース端子に確実に接続してください。
アースがはずれたり、端子がゆるんでないかときどき
点検してください。

お買い上げの販売店にご相談ください。

●使用前に生地破れがないかを確認してください。
破れている場合は使用しないでください。
●使用前にコントローラーの各ボタンや、タイマー
が正常に動作するか確認してください。
●しばらく使用しなかった場合、もう一度取扱説明
書をよく読み、機器が正常にまた、安全に動作す
ることを確認してから使用してください。
●商品に大きな荷重がかかるような使い方をすると、
保護装置が作動し動作が止まる場合があります。
　停止した場合は、しばらく本体を休ませて（1時間
程度）から再度動作させてください。

ご注意　使用前の注意事項

アースの取付けかた

アース線

アース端子

8

3

電源コードは、必ず本体に付属のものをご使用ください。
電源コードのプラグ部にアース栓がついていないものは、万一の感電を防ぐことが
出来ませんので絶対に使用しないでください。

マッサージ部
生地破れがないか
確認してください。

主電源スイッチ
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9

使いかた

主な機能

マッサージコース

足ローラー・背中ヒーター（Ｐ15～）

自動コース（Ｐ10～）

手動コース（Ｐ12～）

あらかじめ設定された4つのコースからお好みに応じてお選びいただけます。

全身
約5分で首～肩～背中～腰～お尻～お尻下の全身
をバランス良くマッサージします。
これを3回繰り返します。

全身じっくり
「首・肩」「背中・腰」「お尻・お尻下」の3箇所
それぞれを約5分ずつマッサージします。

首・肩
首～肩を重点的にマッサージします。

腰・お尻
腰～お尻～お尻下を重点的にマッサージします。

足ローラー
フットレストに内蔵された足ローラーにより、ふくら
はぎを快適にもみほぐして足の疲れを癒します。
リクライニング時のフットレストは最適な角度設定に
なっており、楽な姿勢で足ローラーをお使いいただ
けます。
ローラー回転方向：自動・もみ上げ・もみ下げの

3つから選択できます。
ローラー速さ：3段階で調節できます。

背中ヒーター
背中を温めます。

5つの手技モードを自分好みで調節できるコースです。

もみ
もみ動作により、全身を優しくもみほぐします。
たたき
たたき動作により、筋肉のこりを優しくほぐします。
指圧
強弱コントロールによる指圧感覚で、
全身を力強くマッサージします。

リズム
小刻みなバイブレーション振動により、波動のよ
うな感覚でもみほぐします。

のばす
身体をしっかりとくまなく伸ばします。

10

自動コースでマッサージする

1

3

2

注意
●センシング中は頭を背もたれにつけて座って

ください。

電源ボタン     を押す
電源が入り、「メニュー画面」が表示されます。

4種類のコースから
お好みのコースを選択する
方向キー      で[全身][全身じっくり][首・肩]
[腰・お尻]からお好みのコースを選び、
決定      を押します。
わずかにリクライニングしたのちに肩位置センシ
ングが開始されます。
※各コースの詳細についてはP.9「主な機能」を参照

してください。

※動作中のコースから別のコースに変更した際は、
タイマー時間はリセットされず、引き継がれます。

※「自動コース」使用中の場合は、「もどる」ボタン
で後から「足ローラー」、「背中ヒーター」を選ぶ
ことができます。

自動コースを選択する
方向キー      で「自動コース」を選び、
決定      を押します。
表示画面が「自動コース」に切り替わります。

表示画面に「肩位置センシング中」が表示され、
肩検知がスタートします。

しばらく待つとセンシングが完了し「センシング
完了」画面が表示されます。
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使いかた

肩位置を調整する

自動コースの動作中は、強さ・速さを調整できます。

「自動コース」画面が表示され、
マッサージがスタートします。

「センシング完了」画面で方向キー      を使って
もみ玉の位置を調整し、決定      を押します。

終了する
マッサージ開始から15分で自動的に終了します。

※方向キー      から手を離すと、決定      を
押さなくても約7秒後にマッサージがスタート
します。

※リクライニング角度を元の位置に戻す場合は、再度
電源ボタン      を押してください。

※「強さ」または「速さ」の外ワクが赤から黄色に変わる
と調整が可能になります。

4

5

調整のしかた

ただちに停止したいとき

途中で終了するとき

本体の電源を切るとき

急停止ボタン電源ボタン

1. 「各コース」画面で「強さ」、または「速さ」を選択する
方向キー      で調整する項目を選び、
決定      を押します。

急停止ボタン      を押す

電源ボタン      を押す

2. お好みの「強さ」、または「速さ」に調整する
方向キー      で三段階から調整し、
決定      を押します。

もみ玉は現在の位置で停止します。

リクライニングが元の位置に戻り、もみ玉が上部まで
移動して電源が切れます。

1. 本体の右側下の主電源スイッチを切る
主電源スイッチの〇側を押します。

2. 電源プラグをコンセントから抜く

「自動コース」使用中に「足ローラー」「背中ヒーター」「リクライニング」機能を使用することができます。
各機能の操作方法は、P.15「足ローラー」、P.17「背中ヒーター」、P.19「リクライニング」を参照してください。
※タイマーは「自動コース」の時間（１５分）で同時に終了します。

「足ローラー」「背中ヒーター」「リクライニング」と同時に使用できます。

主電源スイッチ

12

手動コースでマッサージする

1

2

注意
●センシング中は頭を背もたれにつけて座って

ください。

3
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押さなくても約7秒後にマッサージがスタート
します。
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4

使いかた

手動コースの動作中は、強さ・速さを調整でき、もみ玉位置を
固定してマッサージをおこなう定位機能も使用できます。

5種類の手技モードから
お好みの手技を選択する
方向キー      で[もみ][たたき][指圧][リズム][のばす]
から、使いたい手技を選び、決定      を押します。

※各手技の詳細についてはP.9「主な機能」を参照し
てください。

※決定　　を押すと色が変わります。

選択した手技がスタートします。

もみ玉の移動が止まります。
「手動コース」画面に「もみ位置」が表示されます。

※調整した位置で各手技の動作をおこないますが、
[のばす]を選択しているときは上下約30cmの範囲で
動作します。

※「強さ」または「速さ」の外ワクが赤から黄色に変わる
と調整が可能になります。

定位機能が解除されもみ玉が上下に移動します。

調整のしかた

定位機能の使いかた

1. 「手動コース」画面で「強さ」、または「速さ」を選択する
方向キー      で調整する項目を選び、
決定      を押します。

5. 定位機能を解除する
再度定位ボタン      を押します。

4. お好みの手技に変更する
方向キー      でお好みの手技を選び、
決定      を押します。

2. お好みの「強さ」、または「速さ」に調整する
方向キー      で三段階から調整し、
決定      を押します。

1. 定位ボタン      を押す

2. 方向キー      で　　を選択して決定　　を押す

3. 方向キー      で上下位置を調整する
ボタンから手を離すと、その位置でマッサージを
続けます。

「手動コース」使用中に「足ローラー」「背中ヒーター」「リクライニング」機能を使用することができます。
各機能の操作方法は、P.15「足ローラー」、P.17「背中ヒーター」、P.19「リクライニング」を参照してください。
※タイマーは「自動コース」の時間（１５分）で同時に終了します。

「足ローラー」「背中ヒーター」「リクライニング」と同時に使用できます。

もみ
位置

14

5 終了する
マッサージ開始から15分で自動的に終了します。

※リクライニング角度を元の位置に戻す場合は、再度
電源ボタン      を押してください。

ただちに停止したいとき

途中で終了するとき

本体の電源を切るとき

急停止ボタン電源ボタン

急停止ボタン      を押す

電源ボタン      を押す

もみ玉は現在の位置で停止します。

リクライニングが元の位置に戻り、もみ玉が上部まで
移動して電源が切れます。

1. 本体の右側下の主電源スイッチを切る
主電源スイッチの〇側を押します。

2. 電源プラグをコンセントから抜く

主電源スイッチ
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足ローラーを使う

1

2

3

4

使いかた

「メニュー画面」を表示する

足ローラーを選択する

電源が切れているときは、
電源ボタン      を押します。
自動コース、または手動コースをご使用中のときは、
戻るボタン      を押します。

方向キー      で「足ローラー」を選び、
決定      を押します。
「足ローラー」画面が表示されます。

方向キー      で「足ローラー」画面から速さを選び、
決定      を押します。
方向キー      で三段階からお好みの速さに調整し、
決定      を押します。

足ローラーの動作を選択する
方向キー      で足ローラーの動作を[自動][もみ上げ]
[もみ下げ]から選び、決定      を押します。

足ローラー開始後15分で自動停止します。ただし
マッサージと同時に使用するときはマッサージの
タイマーが優先されます。

足ローラーがスタートします。

速さを調節する

足ローラーは単独でも、お使いいただけます。

16

5
足ローラー開始後15分、または使用中の
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前回と同じ設定で使う

2

1

注意
●センシング中は頭を背もたれにつけて座って

ください。

3

前回の設定で開始を選択する
方向キー      で「前回の設定」で開始を選び、
決定      を押します。

表示画面に「肩位置センシング中」が表示され、
肩検知がスタートします。

しばらく待つとセンシングが完了し「センシング
完了」画面が表示されます。

電源ボタン     を押す
電源が入り、「メニュー画面」が表示されます。

肩位置を調整する

前回使用したコース、強さ、速さでマッサージを
開始します。

「センシング完了」画面で方向キー      を使って
もみ玉の位置を調整し、決定      を押します。
わずかにリクライニングしたのちに肩位置センシ
ングが開始されます。
※方向キー      から手を離すと、決定      を

押さなくても数秒経過したあとにマッサージが
スタートします。
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背中ヒーターを使う

1

2

使いかた

3

「メニュー画面」を表示する

背中ヒーターを選択する

電源が切れているときは、
電源ボタン      を押します。
自動コース、または手動コースをご使用中のときは、
戻るボタン      を押します。

方向キー      で「背中ヒーター」を選び、
決定      を押します。

背中ヒーターが起動します。
背中ヒーター開始後30分で自動停止します。
背中ヒーターのタイマーは独立しているため、
マッサージと同時に使用したとき、マッサージ
終了後も背中ヒーターは継続します。

終了する
背中ヒーター開始後30分で自動的に終了します。

※リクライニング角度を元の位置に戻す場合は、再度
電源ボタン      を押してください。

ただちに停止したいとき

途中で終了するとき

本体の電源を切るとき

背中ヒーターは単独でもお使いいただけます。

急停止ボタン電源ボタン

主電源スイッチ

急停止ボタン      を押す

電源ボタン      を押す

もみ玉は現在の位置で停止します。

リクライニングが元の位置に戻り、もみ玉が上部まで
移動して電源が切れます。

1. 本体の右側下の主電源スイッチを切る
主電源スイッチの〇側を押します。

2. 電源プラグをコンセントから抜く
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本体の電源を切るとき
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急停止ボタン      を押す

電源ボタン      を押す

もみ玉は現在の位置で停止します。
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主電源スイッチの〇側を押します。

2. 電源プラグをコンセントから抜く



枕のファスナーを開けて、
本体からはずす
枕に縫い付けてある
洗濯絵表示にしたがって洗う
しわをのばし形を整えてから、
日陰に干す
乾いたら、枕のファスナーを
閉じて、本体に取り付ける

20

お手入れ

枕

座面クッション

枕のお手入れ

警告
●必ず電源が「切」の状態で電源コードのプラグをコンセントから抜いて行ってください。

1

2

3

4

座面クッションのお手入れ

座面クッションに縫い付けてある
洗濯絵表示にしたがって洗う

日陰に干す

乾いたら本体に取り付ける

1

2

3

●やわらかい布でから拭きしてください。
●汚れがひどいときは、ぬるま湯でうすめた中性洗剤にやわらかい布を浸して、よく絞って拭き、
最後にから拭きしてください。
●変色などの防止のため、シンナー、ベンジンなどは使用しないでください。
●年に一度は電源プラグ（金属部分）をから拭きをしてください。
（絶縁劣化防止のため）

19

リクライニング機能を使う

1

2

使いかた

リクライニングボタン       の[倒す]を押します。
ボタンを押しているあいだ、背もたれが後側に
リクライニングします。

背もたれを倒す

リクライニングボタン       の[起こす]を押します。
ボタンを押しているあいだ、背もたれが前側に
リクライニングします。

背もたれを起こす

注意
●使用後は必ずリクライニングと脚部の角度を戻してください。



枕のファスナーを開けて、
本体からはずす
枕に縫い付けてある
洗濯絵表示にしたがって洗う
しわをのばし形を整えてから、
日陰に干す
乾いたら、枕のファスナーを
閉じて、本体に取り付ける

20

お手入れ

枕

座面クッション

枕のお手入れ

警告
●必ず電源が「切」の状態で電源コードのプラグをコンセントから抜いて行ってください。

1

2

3

4

座面クッションのお手入れ

座面クッションに縫い付けてある
洗濯絵表示にしたがって洗う

日陰に干す

乾いたら本体に取り付ける

1

2

3

●やわらかい布でから拭きしてください。
●汚れがひどいときは、ぬるま湯でうすめた中性洗剤にやわらかい布を浸して、よく絞って拭き、
最後にから拭きしてください。
●変色などの防止のため、シンナー、ベンジンなどは使用しないでください。
●年に一度は電源プラグ（金属部分）をから拭きをしてください。
（絶縁劣化防止のため）

19

リクライニング機能を使う

1

2

使いかた

リクライニングボタン       の[倒す]を押します。
ボタンを押しているあいだ、背もたれが後側に
リクライニングします。

背もたれを倒す

リクライニングボタン       の[起こす]を押します。
ボタンを押しているあいだ、背もたれが前側に
リクライニングします。

背もたれを起こす

注意
●使用後は必ずリクライニングと脚部の角度を戻してください。



電源プラグが抜けていませんか？
→電源コードのプラグが、ご家庭のコンセントに確実に差し込まれているかを
確認し、もう一度操作をしてください。

操作ボタンは正しく動作していますか？
→P.9 ～ 19の「使いかた」を再度ご確認ください。

大きな負荷がかかっていませんか？
→保護装置が作動しモーターが止まる場合があります。しばらく本体を休ませて
（1時間程度）から再度動作を確認してください。

マッサージ動作を始めてから、約15分（背中ヒーターは約30分）経過するとタ
イマー機能がはたらき、自動的に運転が停止します。故障ではありません。電源
ボタンを押すと運転を再開します。

マッサージの動作音は構造上発生するものですので、異常ではありません。

動かない

運転中に停止した

動作中に音がする
音が大きい

故障かなと思ったら
修理に出す前にもう一度点検してください。それでも正常に動作しないときはお買上げの販売店に修理
を依頼してください。

保管について

21

警告
●絶対に分解したり修理改造は行わないでください。
異常動作をしてけがや事故のおそれがあります。

●汚れやホコリを取ったあと、湿気の少ないところに保管してください。
●長期間ご使用にならないときは、カバーなどをかけてホコリがつかないようにしてください。
●保管の際は、変形しないよう、製品の上に物を置かないでください。
●子供の手の届くところには保管しないでください。
●保管の際は、製品に異常がないか定期的に点検してください。
●長期間ご使用にならないときは、できるだけ常温（10℃～ 30℃）で保管ください。
●コード類はねじれをほどいて保管ください。
●廃棄の際は必ず各都道府県・市町村の指示にしたがってください。
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警告
●絶対に分解したり修理改造は行わないでください。
異常動作をしてけがや事故のおそれがあります。

●汚れやホコリを取ったあと、湿気の少ないところに保管してください。
●長期間ご使用にならないときは、カバーなどをかけてホコリがつかないようにしてください。
●保管の際は、変形しないよう、製品の上に物を置かないでください。
●子供の手の届くところには保管しないでください。
●保管の際は、製品に異常がないか定期的に点検してください。
●長期間ご使用にならないときは、できるだけ常温（10℃～ 30℃）で保管ください。
●コード類はねじれをほどいて保管ください。
●廃棄の際は必ず各都道府県・市町村の指示にしたがってください。

機械器具
管理医療機器
家庭用電気マッサージ器（JMDNコード 34662000）
マッサージソファ
AX-HD410 
306AKBZX00004000
AC100V　50W（ヒーター 12.5W）
自動コース、手動コース、足ローラー：15分自動オフ、背中ヒーター：30分自動オフ
通常時：W65 × L105 × H110cm
リクライニング時：W65 × L145 × H93cm
約115度～ 135度
約49kg
ポリエステル素材
最小約9回／分、最大約18回/分
最小約4.5cm、最大約12.5cm
最小約270回／分、最大約380回／分
最小約420回／分、最大約540回／分
最小26回／分、最大38回／分
最小約2cm ／秒、最大約3cm ／秒
約45℃
中国
XIAMEN HEALTHCARE ELECTRONIC CO.,LTD.（中国）
株式会社 アテックス

類別
医療機器分類
一般名称
販売名
商品番号
医療機器認証番号
電気定格
タイマー
製品サイズ

リクライニング角度
製品重量
外装張地
もみ回数
もみ幅
たたき回数
リズム回数
足ローラー
移動速度
背中ヒーター温度
生産国
製造業者
製造販売業者

仕様
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